
　

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

地
球
温
暖
化
対
策
に
注
目
が
集
ま

る
中
、
本
市
で
は
、
産
学
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
脱
温
暖
化
対
策
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
様
々
な
環

境
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る

一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
生
じ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
も
急
務
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
や
本
市

が
抱
え
る
課
題
解
決
に
も
つ
な
げ

る
た
め
、
地
域
特
性
を
最
大
限
生

か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
特
化

し
た
「
桐
生
市
環
境
先
進
都
市
将

来
構
想
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
構
想
で
は
、
産
学
官
民
に
よ
る

協
働
と
連
携
の
方
策
を
探
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
革
新
的
な
技
術
や
製

品
が
最
大
限
活
用
さ
れ
た
未
来
の

低
炭
素
社
会
で
あ
る
「
環
境
先
進

都
市
」
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　
「
環
境
先
進
都
市
」
を
目
指
す

た
め
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
構
想
の
期
間
は
30

年
間
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
長
期
に
わ
た
る
た
め

必
要
に
応
じ
て
５
年
を
目
安
に
見

直
し
ま
す
。

市
全
体
の
将
来
像

　

30
年
後
の
市
全
体
の
将
来
像
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量

に
導
入
さ
れ
た
ま
ち

・
太
陽
光
、
畜
産
・
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、
小
水
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
発
電
設
備
が
多
く

の
場
所
に
設
置
さ
れ
、
蓄
電
設
備

も
大
量
に
導
入
さ
れ
て
い
る

・
太
陽
熱
、地
中
熱
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備
が
多
く
の

場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
ま
ち

・
多
く
の
住
宅･

オ
フ
ィ
ス･

商
業

施
設
な
ど
は
、
地
元
産
木
材
を
最

大
限
活
用
し
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅･

事
業
所
な
ど
に
な
っ
て
い

る・日
常
生
活･

業
務
に
お
け
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
行
動（
節
電･

節
水
な

ど
）が
実
践
さ
れ
て
い
る

・
中
心
市
街
地
で
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
都
市
機
能
が
徒
歩
や
自

転
車
の
移
動
圏
内
に
形
成
さ
れ
て

い
る

・
公
共
施
設
が
適
正
に
配
置
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
に
つ

い
て
も
駅
周
辺
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

集
約
化
さ
れ
、
公
共
交
通
を
利
用

し
や
す
い
立
地
と
な
っ
て
い
る

・
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
、

次
世
代
自
動
車
な
ど
の
利
用
を
優

先
し
た
環
境
負
荷
が
少
な
く
、
よ

り
安
全
で
利
便
性
の
高
い
総
合
的

な
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ
て
い
る

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

な
ど
に
よ
り
低
炭
素
化
が
進
み
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
大
幅
に
減

少
し
た
ま
ち
と
な
っ
て
い
る

③
自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
ま
ち

・
地
域
の
拠
点
施
設
に
お
い
て
は
、

自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
災
害
に
強
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
る

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
リ
ア
内
で
効

率
的
に
利
用
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
（
次
世
代
電
力
網
）
な
ど
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る

　

将
来
像
実
現
に
向
け
て
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
が
、
当

面
の
目
標
と
し
て
、「
10
年
後
ま

で
に
一
定
の
成
果
創
出
を
目
指
す

取
組
」
を
併
せ
て
示
し
ま
す
。

桐
生
市
環
境
先
進
都
市

将
来
構
想

産
学
官
民
で
低
炭
素
社
会
を
実
現

　
「
環
境
先
進
都
市
」
を
目
指
す
た
め
の
基
本
方
針
や
行
動
指
針

を
示
し
た
『
桐
生
市
環
境
先
進
都
市
将
来
構
想
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、企
画
課
環
境
都
市
推
進
係
（
☎
内
線
５
７
５
）
へ
。

30
年
後
の
将
来
像

実
現
に
向
け
て

10
年
後
ま
で
に
成
果
を
創
出
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◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
実
施

◎
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
モ
デ
ル

街
区
の
整
備

◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
導
入

◎
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

◎
電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
観

光
な
ど
に
広
く
活
用

・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
整
備

・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入

・
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
体
系
の

構
築

・
地
元
産
木
材
を
最
大
限
活
用
し

た
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅･

事
業

所
な
ど
の
建
設

③
自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
ま
ち

◎
防
災
拠
点
（
市
庁
舎･

都
市
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
施
設
な

ど
）
へ
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電

設
備
な
ど
を
整
備

◎
避
難
所
（
集
会
所･

公
民
館･

学
校
な
ど
）
へ
太
陽
光
発
電
設
備

や
蓄
電
設
備
な
ど
を
整
備

・
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
（
次
世
代

電
力
網
）
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

・
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ

ル
街
区
の
整
備

・
既
存
の
電
力
系
統
の
み
に
依
存

し
な
い
電
力
供
給
体
制
の
整
備

（
分
散
型
電
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
）

期
待
さ
れ
る

最
終
的
な
波
及
効
果

　

将
来
像
実
現
に
よ
り
次
の
よ
う

な
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

・
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
に
対
す
る

愛
着
が
増
す

・
市
外
か
ら
の
移
住
者
や
交
流
人

口
の
増
加
な
ど
に
よ
り
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
り
、
ま
ち
が
活

気
に
あ
ふ
れ
る

・
ま
ち
全
体
と
し
て
の
魅
力
・
ブ

ラ
ン
ド
力
が
高
ま
る

・
市
民
の
皆
さ
ん
は
、物
質
的･

経

済
的「
豊
か
さ
」を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
、安
全･

安
心
や
楽
し
さ
に

由
来
す
る
よ
り
大
き
な「
幸
福
感
」

を
得
る
こ
と
が
で
き
る

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

主
な
具
体
的
取
り
組
み

※
◎
は
、「
10
年
後
ま
で
に
一
定

の
成
果
創
出
を
目
指
す
取
組
」

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量

に
導
入
さ
れ
た
ま
ち

◎
市
民
参
加
型（
市
民
出
資
な
ど
）

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所

の
整
備

◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の

整
備

◎
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
整
備

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導

入
箇
所
に
お
い
て
蓄
電
設
備
も
併

せ
て
整
備

◎｢

メ
イ
ド･

イ
ン
桐
生
の
小
水

力
発
電
設
備｣

の
整
備

◎
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
整
備

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
施
設
の
整
備

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を

活
用
し
た
電
気
自
動
車
の
充
電
ス

タ
ン
ド
の
整
備

・
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の

整
備

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
ま
ち

◎
公
共
施
設
の
適
正
配
置

◎
日
常
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動

の
実
践

◎
農
産
物
な
ど
の
地
産
地
消
（
物

流
の
低
炭
素
化
）

◎
地
元
産
材
を
活
用
し
た
木
塀･

竹
垣
の
導
入

◎
次
世
代
自
動
車
の
導
入

◎
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
導
入

　
こ
の
構
想
は
、図
書
館
や
各

公
民
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

名
誉
市
民
に

　
　
　

笹
川 

堯た
か
し

さ
ん

　市では、議会の同意を得て、元衆議院議員・
笹川堯さんを桐生市名誉市民に推挙することに
決めました。
　笹川さんは、昭和 61 年初当選以来連続７期
衆議院議員を務められ、郵政政務次官や衆議院
地方分権に関する特別委員長、衆議院法務常任
委員長、科学技術政策担当大臣などを歴任され、
23 年もの長きにわたり、政治に対する比類なき
情熱と卓越した手腕、誰からも尊敬されるお人
柄をもって、日本のため御活躍されました。
　郷土桐生においても、この間、赤岩橋や錦桜
橋の架け替え、中通り大橋の開通、陸上競技場
の全天候化事業の推進などに力を注がれ、さら
には、公営競技である桐生競艇事業の運営に尽

力されたお陰で、その収益がひっ迫していた市財政立て直しの力になるなど、笹
川さんの功績は枚挙にいとまがありません。
　笹川さんは、桐生市８人目の名誉市民となります。
　問い合わせは、秘書室秘書係（☎内線 512）へ。

11 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111


